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依頼の目的：仮説
売上目標達成のための体制作り

業務のIT化推進
在庫管理の仕組み作り

求められる施策：仮説
情報活用力を強化して、業務プロセスの最適化を計る
リアルタイムなデータ情報の一元管理及び共有化できる仕組み
いち早く状況変化を察知し、判断を行うことができる実行力のある組
織体制

求められる期待効果：仮説　　　　
業務の最適化、スムーズな部門間の連携
経営上の意思決定への迅速化と共有化
情報の精度向上と可視化
業務の属人化の排除
チェックポイントの早期監視

１．ご支援の狙い　（実施：2016年10月11日（水）14:45～15:10）

目的を達成するため
の具体的な経営課題/
ニーズが、何かを2回

目で確認する

情報活用による
業務改革

Phase1：属人的な業務
　　⇒プロセス化、データ標準化
Phase2：共通・効率的業務
　　⇒ナレッジ化
Phase3：自発的・強調的業務

幹となる業務プロセスの
洗い出し
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得意先

百貨店百貨店

新基幹システム新基幹システム

リアルタイム
情報

リアルタイム
情報

会計
（財務/経理/原価）

マスタ管理

情報の精度向上と可視化情報の精度向上と可視化経営上の意思決定への
迅速化と可視化

経営上の意思決定への
迅速化と可視化業務の最適化/効率化

スムーズな部門間連携
業務の最適化/効率化
スムーズな部門間連携 業務の属人化の排除業務の属人化の排除

【期待効果】

受注 出庫 出荷
注文書

納期
回答

請求書

会計在庫の
可視化

調達
手配

組立

得意先
管理

品目
管理

仕入先

作業指示 入庫

売上
管理
売上
管理

スケジュール

管理

スケジュール

管理

調達
管理
調達
管理

組立
管理

組立
管理

入出庫
管理

入出庫
管理

品質
管理
品質
管理

出荷
管理
出荷
管理

請求
管理
請求
管理
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２．更なる改善と今後への期待効果

ダッシュボードダッシュボード
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３．参考：生産形態の種類

設計
仕様
設計
仕様 部材

発注
部材
発注 UNIT

組立
UNIT
組立 製品

組立
製品
組立 製品

在庫
製品
在庫 顧客

出荷
顧客
出荷

受注生産

見込生産

個別受注生産型個別受注生産型

受注生産型受注生産型

部品在庫型部品在庫型

受注組立型受注組立型

見込生産型見込生産型

出荷ポイント
プル/プッシュポイント

プルプロセス（受注生産）
プッシュプロセス（計画生産）

DTO（Design to Order）

MTO（Make to Order）

BTO（Build to Order）

ATO（Assemble to Order）

MTS（Make to Stock）

半見込
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